
奈良県防災士会理事会 議事録

（特定非営利活動法人 奈良県防災士会定款第３８条）

１．日 時 平成２８年 ９月２５日 １３：３０～

場 所 三宅町中央公民館

２．総 数 理事１８名

内出席者数 理事１１名

出席者名 理事 植村信吉・末田政一・山口正春・大北容子・柏田勝幸

田中太加雄・松尾修・南上敏明・村山央・北村厚司

杉村正春

書面又は電磁的方法による表決者

理事 井上清・奥田英人・岩野祥子・勝川喜仙・佐古金二郎・高岡宏芳

古瀬博之・南上敏明

事務局職員（理事を除く）

出席 板垣伴之・修田智道

欠席 北村しおり・板谷慶依子・濵村志保

３．審議事項

別添資料参照（当会定款第３４条第３項による招集通知文）

４．議事の経過の概要及び議決の結果

① 理事会の議長選出に関する事項

当会定款第３５条により理事長が議長を務める。

≪承 認≫

② 理事会の議決

当会定款第３６条第２項による議決人数

総数 １８名の過半数 ９名

本日の出席人数１１名・欠席人数７名（内書面又は電磁的方法による表決者７名）
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であり本会は成立する。

≪承 認≫

③ 理事会の議事録署名人

当会定款第３８条第１項第５号により選任された者

松尾修・南上敏明

≪承 認≫

発 言 者 発 言 内 容

植村理事長

末田事務統括

植村理事長

これより、審議に入ります。

一．報告事項 １．こども防災キャンプ中止について。２．業務委託契

約について。３．奈良県防災士会倉庫について。４．日本防災士会情報に

ついて。５．奈良県防災士会ベスト再頒布について。６．平成２８年５月

から７月の活動報告について一括提案します。末田事務統括説明をお願い

します。

１番目のこども防災キャンプ中止についてです。９月３日４日に予定し

ていましたキャンプは、台風の予報があり気象台に照会したところ厳しい

状況との回答があり無理をしないという判断で中止とさせて頂きました。

準備等して頂いていた方にはご迷惑をおかけしましたがご了承ください。

２番目の業務委託契約につきましては、植村理事長より説明をして頂き

ます。

現在の奈良県及び自治体との委託契約についてです。別紙資料の＜県内

自治体委託契約関係＞をご覧ください。

現状は、奈良県が支援事業４ヶ所、ワークショップが２ヶ所の計６か所

です。まだ詰まってない所もありますがこれから詰めをしていきます。

田原本町は開催済みです。

斑鳩町で２ヶ所、１ヶ所は松尾理事にお願いしています。１ヶ所は私が
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末田事務統括

植村理事長

杉村理事

末田事務統括

詰めています。もう１件法隆寺・斑鳩町防災訓練の詰めをやっています。

桜井市は年明けに訓練を実施するとのことで、私と村山理事とで打ち合

わせ会議に行ってきました。

防災士会の名前が売れてきたのと、各地で住民の防災意識が向上してき

たのとで委託事業が入ってきています。

では、つぎに３番目の奈良県防災士会倉庫についてです。この会議が終

わった後現地に行っていただき、各理事さんが持っておられる備品等を入

れて頂き、後見学をしていただく予定をしています。

４番の日本防災士会本部情報の防災士地方議員連絡会の報告ですが奥田

副理事長が本日欠席ですのでどうしますか。

私が聞いている話は、本部で地方議員連絡会を立ち上げたのをご存知だ

と思いますが、連絡会で熊本県に現地視察に行かれたと聞いていますがそ

の報告が本人来られていませんのでできません。

日本防災士会の会報４８に記載されていますので参考にされたら良いと

思います。

次に５番の奈良県防災士会ベストの再頒布についてです。前回のベスト

は好評で売れ切れましたので、新しいベストを作成しました。胸の部分の

ロゴを今まで日本防災士会奈良県支部となっていましたのを NPO法人奈

良県防災士会と変更して出来上がっています。頒布価格は前回と統一する

ために同じく２，５００円としています。サイズも同じく Lフリーサイズ

と XLと XXLとなっています。販売方法は、通信販売のシステムが整って

いませんので今まで通り大きなイベントの時に頒布するかたちでやってい

きます。

続けて、６番平成２８年５月から７月の支部活動報告です。これは別紙

の当面の日程の後ろに記載させて頂いています。お願いがあるのですが、
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植村理事長

南上理事

植村理事長

全員

植村理事長

末田事務統括

このなかで、ピンク色の枠の分についてですが未報告になっていますが山

口教育部長のパソコンが故障しまして今まで送って頂いていましたなかで

これだけがデータが消えましたのでお手数ですが再度送信をお願いしま

す。あとはご覧になっておいて下さい。

報告事項は以上です。

報告事項で何かありますか。

先日、天理市の防災士で元県会議員の藤本さんが亡くなられ９月２日に

告別式がありました。植村理事長、奥田副理事長に参列頂き有難うござい

ました。

藤本さんは当時県会の副議長だったと思うのですが、野迫川村に支援に

行ったときに、自分が県会議員だとは名乗らずに一会員として自分にでき

ることとして、接骨院をされていたので被災者の方にマッサージをしてく

ださいました。古い活動家として一緒に活動してきた仲間です。残念な事

ですが報告がありましたので追加しておきます。

報告事項これでよろしいですか。

≪承 認≫

では次に協議事項に移ります。第１番目の講師謝金について、末田事務

統括より提案説明をお願いします。

１番の講師謝金について、今まで何度も協議議論をして頂きご迷惑をお

かけしています。９月末で一旦切って振り込ませていただく予定でしたが

状況が変わってきて、まだ手が付けられていません。

問題が出ている点は、税務上の問題です。個人の税金、会の税金も含め

て文言、振り込み方を考えていかなくてはならないです。源泉で引かれて

いる税金にも問題が出てきていますので決着がつくまで難しいところがあ

ります。
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植村理事長

柏田理事

植村理事長

柏田理事

植村理事長

田中理事

植村理事長

全員

柏田理事

末田事務統括

振り込みについてですが、皆様に郵貯口座に振り込みということで、皆

さんに郵貯口座を作ってくださいとお願いをして作って頂きましたが、郵

貯間での振り込みは手数料がかからないということでお願いをしましたが

１０月から手数料がかかるようになりましたので、この手数料をどのよう

にすればよいか協議をお願いします。

もう一点、事務局が多忙になっています。忙しくて抜けられた方や諸事

情で抜けられた方が多く事務が手を付けられなくなってきていますので、

理事各位でご協力いただけることがあればお願いします。

では、郵貯振替の手数料をどのようにさせて頂ければよいでしょうか、

協議をお願いします。

手数料がこれからはかかるということでどのようにすればよいか協議を

お願いします。

早く振り込んでいただけるのなら個人負担で良いと思います。

振込手数料を差し引いて振り込みをさせて頂いても良いということです

ね。手数料はたぶん１３０円１４０円位だったと思います。

忘れないうちに処理をした方が良いと思います。

今、個人負担で処理をしたらどうですかとの意見が出ていますがそれ以

外に意見がありますか。

どちらかしかないわけですね。それなら、個人負担で良いと思います。

柏田理事さん田中理事から個人負担で良いと思うとの意見がありました

がほかの方どうですか。よろしいですか。

今後、個人負担するということでよろしいですか。

《可 決》

振込先を誰に連絡すればよいか決めて頂きたい。

事務局のメールアドレスに送信しておいてください。



6

6

植村理事長

全員

植村理事長

末田事務統括

mail@bousainara.comに送って頂ければ確認できますのでお願いします。

再確認します。振込先の届け先は、防災士会のアドレス

mail@dousainara.comの方にお願いします。まだ届けが済んでいない方は

取り急ぎ振込先の登録を済ませてください。

あと私の方から講師謝金についてお願いがあります。事務統括からも話

がありましたが、前回に一旦９月に整理してとの話がありましたが、その

中でも県の婦人会館の月２回行っています講座、色々な人に行っていただ

いていてややこしくなっているという話を聞いています。婦人会館の講座

についてはまとめて最後に一括して事業が終わった段階にこちらで整理を

してまとめて防災士会に報告する扱いとさせて頂きたいです。防災士会以

外から来ていただいています講師の方もありますのでその方の精算もあり

ますので、婦人会館の分は別立てとさせて頂き全事業が終了後にお支払い

するかたちにさせて頂きたいので了解をお願いしたいです。

よろしいでしょうか。

《可 決》

有難うございます。

それでは、２番目の講師派遣について末田事務統括より提案させていた

だきます。

講師派遣が予定表を見て頂いたらわかるようにこの秋かなり９・１０・

１１・１２月と凄く混んできています。動ける講師か決まっていますので

稼働状況とか連絡体制とか今まで通りの動きでは大変なかたちになってき

ていまして、県のアドバイザー事業でも困っておられるところもあります

ので、新たな体制も考えていきたいところなのです。応援いただきたいと

ころというのは、業務委託の相談とかは奈良市は私が行っていますがあと

は植村理事長が全て動いている状況なので、市町村別にこの市町村なら行
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植村理事長

大北理事

ってあげるよとあったら理事の皆さんにお願いできたらと思います。あと

講師にもこんな所ならいけるよとか言って頂ければどんどん行ってもらえ

たらと思います。予定を送っていますがその予定に対していついつは行け

るよと連絡いただきたいです。そのようなことを含めて協議を頂きたいで

す。

講師派遣について現状を末田事務統括よりありましたが協議をお願いし

ますと言われてもなかなか浮かんでこないと思います。できれば土曜日・

日曜日の研修、講座、実技指導であれば日程が早めにわかれば理事会で調

整したりとかメールでやり取りをしたりできるのですが問題は平日なので

す。県の事業とか桜井市とか全部打ち合わせが入るので役所相手になりま

すので平日になりますので請け負って頂く方が少ないのが実情なのです。

皆さんも仕事をもっておられますので無理も言えないのも承知のうえです

が出来ましたら理事さんの地元の所は少なくとも理事さんが地元と打ち合

わせをすることに、これから少しでも移行できたらと思っています。その

ようなことを考えて頂けたらと思います。広陵町では山口教育部長、村山

理事にお願いしていますし、田原本町では柏田理事に一緒に行っていただ

いてはいます。葛城市では杉村理事に行ってきてもらうと、これからもお

願いしようと思っています。

私も、責任者とか行っていただいている方は、いつも同じ方が行ってく

ださっていると思っていたのです。ただ、私なんかは平日時間はあるので

すが打ち合わせに行っても何ができると言われてもわからないので、こう

いう事が出来るのはどの人であるとかの資料を頂いて調整しましょうかと

かの話は出来ると思うのですが。行ったは良いが防災士会は誰が出来て何

が出来るかがわからないまま話をしても詰められないと思うのでそのよう

な所と行っても果たしてというところがあるので、段々にシフトしていて
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植村理事長

大北理事

頂くと、この部分はあなたがしなさいねとかどうとかを言っていただいて

徐々にシフトしていただくと自分もその部分なら出来るとかこの人はチョ

ットとかを見て頂いたら良いのかなと思います。

予定表を見ていたらこんなにいっぱいしかも一日に何件も入っていてこ

れはどうなのよと思っています。

わかりました。確かに代わりに打ち合わせに行ってと言われても相手方

から何が出来ますかと質問されても会で出来る内容を分かっていない事に

は相談も詰めもできませんね。それはなんか方法を考えましょうか。以前

に斑鳩町から言われて防災士会で出来る研修とか実技指導など全部教えて

とあって、また難易度も簡単とか普通とか難しいとか見せてほしいと言わ

れて作りかけたことはあるのですが、そのようなことも含めて理事さんに

持っていただいて目安になるものをこちらで作って、難易度は別途アドバ

イザーの講師団の方々の意見を聞きながら作ってみるのも方法かなと思い

ます。今、会で出来るのは何があるのかの引き出しがいくつあるのか、こ

の引き出しは植村が行けるとか、この引き出しは末田が得意だとか、この

引き出しは南上が適任だとかわかればもっと良いかと思う。

あと USBに落として頂きいくつか持っていれば自分でも出来ないこと

はないかなと思うので、そのようなものをいくつか挙げて頂いてもらって

ここから選ぶとして頂いてもらったら出来ないことは予習さえしておけば

ないと思うのですが。実施となれば一生懸命特訓もしますし、あと私は思

っているのですが、防災士会として、HUGとか DIGなどを行っているな

かで、災いを防ぐというのが防災士であると思うのですが、どちらかとい

うと災害が起こった後のことをメインにやっているではないですか。その

辺に私としては被害が大きくならない前の何かをするのが女性には良いの

かなと思うのですが。男性のリーダーとか行政、自治会の役員さんは HUG
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末田事務統括

植村理事長

松尾理事

植村理事長

とかには関心が深いと思うのですが、女性向ならば減災の方が興味あるの

かな。日頃の備えなどとか。

最近そういった要請も増えて来ています。

今頂いた意見を参考に、例えば私が講演したときのパワーポイントがあ

りますよとか、山口教育部長が作ったものがありますよとかを上げて誰で

も見られるようにして、見て頂いたてこれなら自分もできるとかになると

思うのでホームページで載せるとか考えます。今まで行っていただいてい

る講師の方々のそれぞれのバージョンがあると思いますので、それらを誰

でも見られ参考にできるような仕組みを含んで考えます。

私たちの情報としては、当面の日程表でしか確認が出来ないのですが、

日程表を見た時には責任者や参加者等が記載されているのですでに決まっ

ているのでと安心してしまうわけです。そこのところの判断がつけにくい。

私たちの前みたいに例えば斑鳩町の方から三月前にこのような話をして頂

けませんか例えば洪水の話をしてほしい。それは、相手方の自治会長と色々

と調整しながらやれるわけですから、自分で資料を作ったり時間があるの

で行けるわけですが現状のここにあるのを見た時には冒頭に決まっていま

すので責任者は誰々とか、ではもういいのだろうと、だからその辺の所を

もう少し工夫しないと皆が困っているからと白旗を揚げられても何とかし

てくれませんかと言う話にはならないと違うか思います。

ただ今の意見の関係ですが、一番依頼の連絡が来るのが私のところにな

るわけです。その段階で何をしてほしいのかではなく、とにかく来てほし

いという事が多くて、そこから会いに行ってという作業が起こるので、ど

うしても役所がおおく、自主防災とか自治会ならこれをしたいと要望があ

るが、役所の場合はとにかく来てほしいという要望が多くて、何をするの

と話をして、これをしてという話になるのでどうしてもその関係で平日に



10

10

末田事務統括

松尾理事

植村理事長

松尾理事

植村理事長

柏田理事

動ける者となり、いま私が対応して話を聞いて何をしますか？これをして

くださいとなって、それからになります。ですから斑鳩のときも話が来て

何をしますかと話を詰めてそれで二つ水害と地震とになって一から立ち上

げてほしいという所まで詰まったので、例えば地震の方は松尾さん行って

もらえますかとサイを振れるわけです。最初のスタートの時点からこれを

してほしいと言われればその時から誰と話が出来るのですが、会ってから

でないとわからないというのが特に役所に多くて、そのようなかたちにな

っているわけです。

先ほどの郡山市でしたら松尾さんに一からお願いできるような体制が出

来上がればその時にはふれるのですが。

それぐらいの腹は我々括っているわけです。例えば斑鳩町や郡山市など

理事長が行政の防災担当の課長や係長と顔なじみになっているから仕方が

ないのかと思うのですが。

私が言いたいのは、講師謝金の話まで含んでつけてほしいのです。お金

の話になれば理事長言ってくださいとなれば私が行くのと同じことになる

ので、役所は３万円５万円と決めてあるので、講演だけなら３万円です、

実技が入るなら５万円ですとそれも含んでその段階で話を詰めてもらわな

いとそれだけを振られるとまた私が行って一緒になるわけです。

それはわかりますがその時にお金の話もしてくださいというのであれば

例えばどんな場合には幾らだとかもっときっちりとしたものを。

ですから、講演だけなら３万円・実技を含むならば５万円それで行って

いただいたら良いのです。ただ相手があるから例えば実技が含めば５万円

だけど予算が３万円しかないとかある場合にはその時に話に入った人がわ

かりました３万円で良いですと言うやり取りもして頂きたいのです。

内容がわからないときには、理事長が行って内容を聞いてこれなら誰が
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植村理事長

柏田理事

植村理事長

柏田理事

末田事務統括

松尾理事

末田事務統括

柏田理事

行けるなと振って頂いて、その人がお金のことも含めて全部詰めていくと

すれば良いと思います。

今もそうしているつもりなのですが。

依頼が地域的に偏っていますからね。

地域が見てもらったらわかるように今一番多いのが奈良市です。あとは

中地区で最近南地区も出てきました。南が対応するのが難しくて私たちが

行くしかない現状になっているので。

責任者という書き方をしていますが、一応打ち合わせをした者と思って

頂いて良いですので、これをいこうかと言って頂いたら有難うございます

後よろしくお願いしますとなりますので、必ずしも責任者と書いているも

のが行って、ほかの方が行ってはならないことはありませんので。

まだもう少し議論をしなくてはならない部分もありますが、例えば私が

行くときに Aさん Bさんが横についてサブについて頂いて、その人が何回

かやって、もうこの人は１人でも行けると思えばデビューして頂くという

のはこれからも続けていかなくてはならない。

先ほど個人が持っているスキルを登録してほしいとありましたが。

それの返信を頂いたのは、柏田さんだけなのです。前回の理事会でお願

いをしたのですが、柏田さんからだけでまだ整理も何もできていないので

す。

何のスキル。

ホームページで公開していますのがアドバイザーの時のをそのまま使っ

ているのですが、今何をやっているとか何が得意だとかを更新したいので

前回の理事会でお願いをしたのですが是非先ほどの大北さんの意見にも関

わりますので私が書き換えますので私のところにお願いします。

エリアが集中するのであるのなら分散する意味で平均していったらどう
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植村理事長
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植村理事長

ですか。私らは余り仕事がないみたいな感じなので。

今なかなか結論は出しにくいですが方向性は依頼を受けた者がこの市な

ら誰々さんが見てとして、それを受けた者が最初から最後まで全部打ち合

わせからすべて出来るようにしたい。ただ心配なのは理事会できちんと整

理しないと人の取りあいが起こる可能性がある。例えば何処そこへ行くの

に自分の友達とか昔からの仲間とか若い人を呼んだ時に、次の所に人がい

ないという状況になりかねないので、そこら辺の調整をしなくてはならな

い。

講師派遣の件は色々と意見を出して頂きましたので事務サイドでよい方

法を詰めるのと大北さんから提案していただいた誰がどんな事なら出来る

のかを整えていきたいと思います。

これでよろしいですか。

《可 決》

それでは、３番の次回の定例研修会についてです。

１月２２日の研修について事務統括より説明をお願いします。

毎回定例研修会として、勉強会をされて頂いているのですが事務局会議

のなかで少し楽しいことを取り入れてはとの意見が出ました。バスを借り

入れて研修に行きませんかという案が出ましたので、それも含めて考えて

頂けたらと思います。

ご意見ございませんか。以前には雪下ろしの体験をしてはどうかとの意

見もあったことがあったのですが泊まりになるということでなくなりまし

た。

今日すぐに意見は難しいかと思いますので、一旦私と事務統括、山口教

育部長に預けさせて頂けたらと思います。それまでにこんなことをしては

どうかと言うのがありましたれメールで構いませんのでプランを出して下
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植村理事長

末田事務統括

さい。基本的には人数は前回が５０人程度でしたのでそれぐらい、バスで

行くとなればバス１台分くらいで締めるぐらいにしなければ無理かと思い

ます。

よろしいですか。

《可 決》

次に、４番の当面の日程について末田事務統括お願いします。

まずは、９月からです。９月２７日火曜日を追加お願いします。１４時

から１６時高齢者施設ぽかぽか訓練で簡易担架と車椅子を使って避難訓練

です。主催はぽかぽか施設で、植村理事長が対応します。

２８日水曜日の分は、木本参与が 1人で行かれます。

１０月１日の本部の分はすでに満席という事です。

１０月２日のリーダー研修は植村理事長が講演される分です。これは、

アドバイザーのスキルアップ研修も兼ねているそうです。

１０月６日は婦人会館の事業です。これは修田さんが行ってくださいま

す。

１０月７日高校事務長会議の防災研修は、植村理事長が対応です。

１０月８日は、皆さんにお願いしています分です。別紙資料をお配りさ

せて頂いています。防災機構の研修です。皆さん是非来てください。今名

前の書いてある人以外で来ていただける方はありますか。

柏田さん、山口さん、北村さん追加です。

１０月１０日これも本部の研修です。

１０月１６日斑鳩町目安第三団地防災訓練です。今植村理事長、杉村さ

んになっていますが、4～５名程度必要ですので行ける方ありませんか。

松尾さん追加参加

１０月２０日これは、都祁で行う分です。私だけで大丈夫です。
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植村理事長

田中理事

同じく２０日婦人会館これは、平群町の中央公民館であります。

大北さん追加参加

１０月２２日奈良教育大学ほかに行ける人ありませんか。

修田さん追加参加

１０月２３日近畿府県合同防災訓練です。別紙資料を配布させて頂いて

います。タイムスケジュールの方は見ておいて下さい。駐車場がありませ

んので橋本市のオークワ辺りで待ち合わせをして行く案となっています。

記載者以外で行ける方。

南上さん、北村さん、柏田さん、大北さん、松尾さん、追加参加、

田中さん都合により参加？

集合時間は、おって連絡しましが今のところ９時スタートなので８時半

に、防災士会が担当するのは、簡易担架、新聞紙のスリッパ、ゴミ袋とバ

ケツの簡易トイレとなります。ただいつもは避難者が一旦集まって警察の

誘導で避難所に入るのですが、警察が人手不足で防災士会にお願い出来な

いかという話になっています。ですから公園に一旦集まって避難者を誘導

して避難所の体育館入るというのが発生します。８時半までにはその公園

に集まって防災士会として居ているという状況を作る必要がありますので

７時半に京奈和道の橋本東インターの傍にあるオークワの駐車場に車を集

めて板垣さんにピストン送って頂く。送って頂いた車は指定の場所に止め

ることになります。

簡易担架づくりの訓練ですが青竹や物干竿を使ってやりますが最近なか

なか物干竿が家庭にないらしいのに依然として竹竿を使って簡易担架づく

りやるのは現実に解離しているのと違うかと地元で防災訓練をしたときに

身近に無いのにという話が出てきています。その時は毛布を巻いて毛布だ

けで実施して竹竿や着ているシャツを使ってやる方法もありますよという



15

15

植村理事長

柏田理事

村山理事

山口教育部長

植村理事長

柏田理事

松尾理事

話をしていただいたのです。ステンレスの物干竿でやったことも有るので

すが重い人では曲がってしまうのです。

簡易担架イコール竹竿という事ではありません、今まで竹竿を使ってや

っていたのですが、最近竹が家にあるのかという話になるので、毛布を使

ってというのを中心にというかたちにすべきだし、そうしてきているつも

りです。

毛布を巻いてだけで出来るのは近距離５０ｍくらいです。それ以上は運

ぶことが出来ないので最近は自治会で担架を買って頂く前提でしてもらう

市町村から提供してもらいそれを使うやり方をした方が良いです。

竹竿を使ってやるという事をやっていれば、防災倉庫に竹竿を準備して

おこうと意識付けにもなるので、やる意味はあると思います。

ステンレス製の物干竿は、やはり８０kgになると折れてしまいます。で

すので、重たい人は竿を２本ずつ使っています。

今回の県の防災訓練で竹竿を使った簡易担架が入っているだけですが他

の所での訓練に入るときには、まず家には竹はないでしょという話をきち

んと言って、竹がない場合には毛布だけで運ぶという方法ですよと指導し

ます。もう一点は毛布だけではそんなに長い距離は運ぶことは出来ないか

らできれば、家にあるステンレスの竿を折れるので２本ずつ使用してしま

しょうと注釈を入れた指導はして行きましょう。村山さんがおっしゃたよ

うに、それなら竹を置いておこうかと実際に今度ぽかぽか施設で訓練を行

うのですがそこも竹かステンレスかはわかりませんが購入したと聞いてい

ます。準備しておこうという意識付けが出来れば良いと思う。

竹は置いておくと割れてくる。

竹はどこにでもあるから、あればその竹を使いなさいという事と、防災

倉庫に竹を入れているという事は、年に一回は点検されるのでしょう、そ
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山口教育部長

松尾理事

山口教育部長

松尾理事

末田事務統括

の時に竹が割れているようなら新しいものに交換してくださいという事で

良いのではないか。

地域によっては、竹はその辺で切ればよいと言われるところもあれば、

竹なんてどこにあるのと言われる所もあるので全体として先ほど私が言い

ましたように指導する立場からは注意事項としてきちんとしておきましょ

う。

次に行きます。１０月２８日日本防災士会本部理事会は植村理事長が参

加予定です。

１０月３０日多武峰地区です。記載者以外に行ける方はありませんか。

柏田さん追加参加

同じく１０月３０日婦人会館主催の地域防災研修会

修田さん追加参加

１１月３日いのちのリレー大会はどのようになっていますか。

申し込みされた方は、把握していません。

自由参加は出来るのですね。

事前申し込みが必要ですが。一般の見学参加は可能です。

練習も必要なので来年度に出場を考えます。

１１月６日十津川村防災訓練です。前泊になります。

山口さん、柏田さん、杉村さん追加参加

同じく６日橿原市山之坊はアドバイザー事業です。

１１月７日県消費生活センターこれは、木本さんが行って下さる予定で

すが、内容はわかっていません。

１１月１０日婦人会館の分で、土連会館まで歩く分です。

１１月１２日三郷町人推協主催の分です。植村理事長だけですがまた、

応援が必要になれば連絡します。
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１１月１７日婦人会館の分ですが防災センター視察研修ですので修田さ

んお願いします。

１１月２５日桜井市は講演だけなので植村理事長が対応します。

１１月２７日奈良市六条地区防災訓練は、六条地区防災士で対応です。

同じく２７日石見地区防災訓練が追加です。石見地区防災士で対応。

同じく２７日葛城市地域防災訓練です。杉村さん、植村理事長が対応。

同じく２７日御所の防災訓練、アドバイザー事業です。植村理事長が対

応。

同じく２７日あやめ池防災講習これは、私末田が行きます。

１２月１日婦人会館の事業です。南海トラフ・活断層地震についてです。

修田さん追加参加。

同じく１日全国自主防災組織リーダー研修木本参与が対応。柏田さん、

も県安安に申し込み済みで二名参加

１２月３日河合町防災訓練植村理事長、村山さんが対応になっています

が村山さん不参加、高岡さんが地元なので都合があえば参加。県の支援事

業になれば人数が必要になります。応援が必要になれば連絡します。

１２月４日奈良市自主防災組織合同訓練、末田が対応しますが都祁地区

の手伝いをしていただける方お願いします。

同じく４日婦人会館事業で地域防災研修会 HUGです。杉村さんデビュ

ーです。山口教育部長がついて指導します。

同じく４日県アドバイザー事業です。河合町で家具転倒防止です。

１２月６日奈良県農業共済組合連合、打合せはまだですが私末田が対応

します。

１２月９日奈良市生涯学習財団、岩野さんの講演になります。

１２月１０日県アドバイザー事業で奈良市私末田が対応します。
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１２月１１日婦人会館の事業で HAGです。板垣さんデビューです。

山口教育部長、村山さん追加参加

１２月１５日婦人会館の女性の地域防災力向上講座で HAGです。

植村理事長が追加参加

１２月２０日法隆寺防災訓練、まだ詰めは終わっていません。参加予定

は、植村理事長、松尾さん、川村さん、田中さん

１月５日婦人会館の女性の地域防災力向上講座で、地域復興の現状と課

題です。岩野さん修田さんで対応です。

１月１９日女性の地域防災力向上講座と日用品を使った災害対策で、災

害時の通信手段です。日用品を使った災害対策は受講済み者にやって頂き

ますのでその時の講師の方参加して頂けますか。

修田さん、松尾さん、柏田さん、（村山さん）追加参加

１月２１日広陵町の災害応急対応高度化研修です。

１月２２日は定例研修会です。

１月２９日広陵町は一旦消してください。

２月２日婦人会館の女性の地域防災力向上講座で、クロスロードゲーム

です。伊藤さん、修田さんです。

２月１６日婦人会館の女性の地域防災力向上講座で、災害時要支援者で

す。

修田さん柏田さん、松尾さん参加

次の桜井市は２月１９日に決まりましたので、２６日は消してください。

時間は９時から１１時半までです。

次の明日香村は未定です。

３月２日の婦人会館の女性の地域防災力向上講座でDIGですがまだ何も

決まっていません。
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植村理事長

柏田理事

末田事務統括

３月１６日の婦人会館の女性の地域防災力向上講座の閉会式で、県安安

と植村理事長対応です。

以上が当面の日程です。

別紙添付資料ですが会員さん宛に「防災講演会・研修会・訓練への協力

要請について」を送付したいと思います。応援していただけるかどうかは

別にして、忙しくしているのを知って頂くのもありますので、理事会終了

後の事務局会議で封筒詰めをして発送させて頂きたいです。これも理事会

への報告事項になりますのでお願いします。

以上で当面の日程の説明を終わらせて頂きます。

長時間ご苦労様でした。日程はたくさんありますので、今日決めて頂い

たほかにもこの人なら行けるよとか分かりましたら連絡は全部事務統括の

方に集中するようにお願いします。県の防災訓練は皆さんボランティアで

参加してくださいとお願いをしていますが、他の講習とかは講師料を支払

うことが発生しますので事務局にきちんと連絡がある分には対応しますが

ないものについては対応しません。見学者扱いになります。

今いる者はわかりますがいない人はどのようになりますか。

先ほどの協力要請書を送付しますし、理事の方、顧問、参与、監査、ア

ドバイザーの事務局員全員に当面の日程を毎回送っています。ただ一般の

会員には今回はじめてです。メールを見ておられるかどうかは不明ですが。

１０月２３日から１１月６日まで間は事務局の方にメールください。私

はメールに応えられない所に行きますのでお願いします。

基本的に組織のメールのやり取りは「mail@bousainara.com」の方に送る

ことに統一しましょう。

それは、誰が管理しているのですか。

植村理事長、私末田、村山理事、勝川理事です。
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植村理事長

当面の日程についてよろしいですか。

《可 決》

その他に入ります。

最後に次回の理事会の日程をお願いします。

拡大通常理事会とします。

平成２８年１１月２３日（水・祝日）午前９時３０分から１１時３０分

場所は三宅町あざさ苑または中央公民館で行います。決まり次第連絡し

ます。

≪承 認≫

これで本日の理事会を終了します。

平成２８年９月２５日

議事録記録者

事務局職員 杉 村 正 春

議事録の署名

平成 年 月 日

議 長 ㊞

議事録署名人 ㊞

議事録署名人 ㊞


